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誰もが生き活きと 

自分らしく暮らせる 

心豊かな社会を 

創造します。 
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災害から得た教訓・これからの取り組み災害から得た教訓・これからの取り組み災害から得た教訓・これからの取り組み災害から得た教訓・これからの取り組み    

今年は地震による被害や豪雨、台風による風水害が全国各地で頻発しています。今年6 月の大阪北部地震では

交通機関運休による移動手段の断絶、通信会社の電話回線制限（緊急通報確保のため）よる電話不通など、施設

運営や利用者、職員の状況把握に支障がでました。また大阪北部地震をきっかけに多くの企業が災害リスクへの

対応、交通機関では早期の計画運休対応がスタンダードになってきています。 

その状況の中、萌としても防災対策、災害時対応を具体に検討し、 

① 気象警報発令による施設開所基準の作成 

② 災害時の管理職間の連絡ツールの確保 

③ 災害時安否確認システムの導入 

について取り組みました。今後、災害が起きても早期に支援体制を築き、 

事業運営を継続していくための災害時対応マニュアル、事業継続計画（BCP）を早急に策定していきます。 

（総務部部長 出口裕生） 

「元気にはたらくために」非常勤職員研修会を実施「元気にはたらくために」非常勤職員研修会を実施「元気にはたらくために」非常勤職員研修会を実施「元気にはたらくために」非常勤職員研修会を実施    

 萌で働く職員187 人のうち約56％を占める非常勤職員を対象とした研修会を行いました。 

法人として初めての試みで大和郡山、田原本の2 会場で実施。福祉現 

場における不安や悩みの軽減につなげることが目的です。 

大和郡山会場の参加者は34 人。講師は永石淳哉西和エリア部長。 

「精神障害者の特徴と接し方について」と題し、事例を交えながら精神 

疾患やそれに伴う障害、特に認知機能障害の説明。関わる姿勢として 

「待つ」「見守る」「決めつけない」の3 つが重要であること。「自分を 

助ける」という考え方の紹介などがありました。 

私たちの仕事は苦労と向き合っていく仕事。だからこそ①自分自身を客観的に見る機会を作る②悩みや苦労を

話せる仲間を作る③悩みの軽減に結びつける方法や情報・研修や検討の場を作ることが「自分自身を助ける考え

方」につながり、その中でも「仲間の必要性」を参加者に熱く語りかけました。 

その後の質疑応答では「調子の悪い時にどう接したらいいか」「することがいっぱいあってゆっくり話せない」

「情報共有の必要性」など現場ならではの発言が出ました。 

参加者からは「考え方・視点の持ち方が学べてよかった」「具体的な話しをもっと聞きたい」「こういう研修会

をもっとすべき」といった感想があり、今後の研修会の質の向上も必要です。 


